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背景にある地震環境

比較的地震発生の確率が高いと長期評価されていた日奈久断層帯の地域で4月14日に,布田川断層帯
の地域で4月16日に発生した(図1）．

図1．布田川断層帯と日奈久断層帯(地震調査委員会による）

4月14日の地震の震源断層と震源インバージヨン(暫定）

4月14日の地震の震源断層では,Hi-netの自動処理震源をもとに破壊開始点を設定し,本震後3時間の
余震分布から考えて,1.5km四方の小断層による18×16.5kmの断層面を設定した断層パラメータはF-
net解から走向211｡,傾斜87．とし,rakeは180.を中心にしたふたつのベクトルで表現したK-net,
KiK-netから12点を選択し,加速度記録を積分して速度にした後バンドパスフイルタをかけリサンプリングし
たものを観測波形として震源インバージョンを行った最大すべり量は0.8rnで,ほぼ破壊開始点付近に

求まった.地震モーメントMO=1.6×1018(Mw6.1)となったスナツプシヨツ卜をみると破壊は震源付近の大
きなすべりから浅い部分,特に北側に向かって進んでいるように見える震源時間関数にはピークが二つ
見えており，1つ目は震源付近,2つ目は浅部のすべりに対応している波形の合いは改善の余地があり
構造や断層モデルの調整が必要であろう
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図2．4月14日の地震の破壊開始点(赤星印)，3時間後までの余震(榿星印･黄色丸)，及びそれらから推
定された震源断層(青四角)．その震源断層で震源インバージョンを行い,得られたすべり分布を左上に
示した.黒太線は活断層を表す．

4月16日地震の震源断層と震源インバージヨン(暫定）

4月16日の地震の震源断層では,Hi-netの自動処理震源をもとに破壊開始点を設定し,本震後3時間の
余震分布から考えて,3×1.5kmの小断層による54×16.5kmの断層面を設定した.断層パラメータはF-net
解などを基に走向224°，傾斜75．とし,rakeは180。を中心にしたふたつのベクトルで表現した．再びK-
net,KiK-netから14点を選択し,加速度記録を積分して速度にした後バンドパスフイルタをかけﾘサンプリ
ングしたものを観測波形として震源インバージヨンを行った最大すべり量は6.1mで,地震モーメントMo=

41×1019(Mw7.0)となった.以上は14日と同じく暫定解であり,構造や断層モデル,震源時間関数などの
調整が必要である.また,直後に発生した余震の影響を除去し切れていない可能性がある．

2/3http:"taro.eri.u-tokyo.acjp/Saigai/2016kumamoto/index.html



2016/9/1 2016年熊本地震

'U

卿
胃
一
↓
『
〃 １

１

烈
M,w"

操

A可

l上

運

やI

オ

糞

書画､、

K '･

リー蕊､劇
ﾍﾊﾉー ﾛ型~

1./､｡,形諒で､＃
33.0｡N

識
＝

、今今
~

F1、
、…

《
《

．~一

弐

②

Ｍ
７
６
５
４
３
２
１
０く

垂
華
○
○
○
○
・
・

？？

｡

、

駁
'し

9

32.6｡N

131.2｡E130.8｡E 131.0･E130.6｡E

図3．4月16日の地震の破壊開始点(赤星印)，3時間後までの余震(榿星印｡黄色丸)，及びそれらから推
定された震源断層(冑四角)．その震源断層で震源インバージョンを行い,得られたすべり分布を左上に
示した.黒太線は活断層を表す．
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